
姫新線ワーキングチームの活動状況
（中間報告）

令和５年１月２６日

姫新線WT
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津山市・新見市・真庭市・美作市・勝央町
岡山県・備中県民局・美作県民局

ＪＲ西日本岡山支社



姫新線の概要①
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○姫路駅から新⾒駅までを結ぶ全⻑158.1kmの路線
○県内は、４市１町にまたがっており、22の駅が設置されている。
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姫新線の概要②
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○姫新線の利⽤状況等

(51,763)

新⾒市 真庭市 津山市 勝央町 美作市 佐⽤町 たつの市 姫路市

新⾒〜中国勝山
306人/日

中国勝山〜津山
820人/日 上⽉〜播磨神宮

932人/日

播磨神宮〜姫路
7,342人/日

津山〜上⽉
413人/日



利⽤促進策の検討①
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○WTの開催状況
■第１回WT（令和４年１０⽉２８日）
・データに基づく、利⽤状況等の共有
・利⽤促進策のアイデア出し 等

■第２回WT（令和５年１⽉１６日）
・来年度の予算要求状況の共有
・利⽤促進策の検討 等



利⽤促進策の検討②
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○主な検討状況
①利⽤者アンケートの実施
・潜在的ニーズの把握や、利⽤がされない原因等を調査するため、鉄道
を利⽤していない⽅に向けたアンケート調査を実施できないか検討

②沿線イベントの実施
・今年度、姫新線の利⽤促進イベントとして、真庭市で
実施された、「ＪＲ姫新線×旭川りんくるラインｄｅ
エコマルシェ」の取組を参考に、沿線市町で連携した
イベントの実施ができないか検討

・兵庫県と連携し、姫新線全線で、利⽤促進につながる
イベントが開催できないか検討



利⽤促進策の検討③
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③ご当地ガチャ（中国勝山駅）の展開
・中国勝山駅に設置されている真庭産ヒノキとＣＬＴを使って
作製された「まにわガチャ」とコラボするなど、他の駅でもご当地
ガチャが展開できないか検討

④お試し乗⾞による利⽤促進
・１日乗⾞券、運賃無料デーなど、鉄道に乗るためのきっかけ
作りとなるイベントが開催できないか検討

・鉄道に乗ったことがない⼦どもなどを対象に、⾃分で切符を買
い、実際に乗⾞するような体験イベントができないか検討

⑤その他
・姫新線と⼆次交通の連携強化（⼆次交通の改善、利便性向上）
・イベント列⾞等の運⾏、駅舎の利活⽤ 等

【今後の進め⽅】
来年度の事業実施に向け、アイデアの絞り込みを⾏い、ブラッシュアップを図っていく。



その他の取組（予定）
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○新⾒市
■新⾒市鉄道利⽤促進協議会への負担⾦
鉄道利⽤促進を⾏い、地域の振興に資することを目的としている官⺠連携組織に対する負担⾦

■⼆次交通改善事業（Ｒ3〜）
芸備線沿線地域において、乗合タクシーの実証運⾏を⾏い、⼆次交通の充実を図る。

■高校生通学費助成事業（Ｒ3〜）
市内の高校に通学する生徒を対象に、通学費の2分の1を補助

■利⽤促進イベント等の実施
姫新線を市⺠共有の財産・地域資源と位置付け、地域の多彩な関係者と
ともに危機感の共有や利⽤意識の醸成につながるイベント等を実施

■利⽤促進助成事業
利⽤のきっかけとなる、人に対する支援

○真庭市

○美作市
■令和５年度 美作市公共交通機関利⽤促進事業
岡山県美作ラグビーサッカー場で⾏われる岡山湯郷ベルのホームゲーム観戦と、
ＪＲ利⽤を組み合わせ鉄道利⽤の促進を図る。

○津山市
■公共交通で通勤・通学しやすい環境づくりや関係者及び沿線市町と連携した利⽤促進に取り組む。


